
 

   

「 「
核
な
き
世
界
」
の
実
現
に
向
け
、

３
月
２７
日
～
３１
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
た
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
交
渉
の
第
一
会
期
は
、

多
く
の
国
の
政
府
代
表
と
研
究
者
・

市
民
の
参
加
に
よ
っ
て
成
功
を
収
め

ま
し
た
。 

６
月
１５
日
～
７
月
７
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
る
第
二
会
期
は
、
条
約
の

採
択
に
向
け
た
具
体
的
な
交
渉
と
な

り
、
核
保
有
国
を
は
じ
め
と
す
る
禁

止
条
約
に
反
対
の
立
場
の
国
に
よ
る

干
渉
も
よ
り
一
層
激
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
人
類
史
上
で
も

重
大
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。 

世
界
で
初
め
て
核
兵
器
「
そ
の
も
の
」

を
違
法
化
す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

に
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
政
府

代
表
は
反
対
の
立
場
を
表
明
し
、
第
一

会
期
の
交
渉
を
棄
権
し
ま
し
た
。
被
爆

者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
日
本
国
民

の
想
い
と
大
き
く
か
け
離
れ
た
政
府
の

立
場
を
強
く
批
判
す
る
声
が
テ
レ
ビ
・

新
聞
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
世
界
中
に
巻

き
起
こ
り
ま
し
た
。 

「
核
な
き
世
界
」
へ
の
歴
史
的
な
転
換

点
の
今
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
が
世
界
中
の
市
民
の
活
動
で
す
。

６
月
１５
日
～
２０
日
に
か
け
て
大
阪
か

ら
９
名
（
う
ち
５
名
が
青
年
）
が
代
表 

と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
核
兵
器
廃
絶
運 

  

動
を
リ
ー
ド
す
る
世
界
中
の
市
民
と
交

流
し
、
一
緒
に
「N

o N
u

kes

（
核
兵
器

廃
絶
）
」
と
訴
え
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
一
層

の
拡
大
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
派
遣
の
支
援

募
金
に
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
の
「
核
兵
器
な
く
せ
」
の
声

を
国
連
に
届
け
て
来
ま
す
。 

         

 

４
月
２３
日
午
後
、
大
阪
平
和
委
員
会

青
年
学
生
部
・
学
生
協
は
、
大
阪
市
内

で
年
次
総
会
を
開
催
し
、
新
年
度
方
針

と
役
員
を
決
め
ま
し
た
。 

次
い
で
「
布
施
祐
仁
〝
平
和
新
聞
〟

編
集
長
講
演
会
」
を
開
催
し
７１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

布
施
編
集
長
は
、
豊
富
な
資
料
と
写

真
を
使
い
「
南
ス
ー
ダ
ン
日
報
問
題
と

経
済
的
徴
兵
制
」
に
つ
い
て
１
時
間
以

上
に
わ
た
り
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。 

次
は
、
寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
の
一
部

で
す
。 

〇
「
南
ス
ー
ダ
ン
、
自
衛
隊
の
こ
と
、

く
わ
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

〇
「
〝
経
済
的
徴
兵
制
〟
の
こ
わ
さ

を
知
り
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
が
、
仕

事
が
安
定
し
く
ら
し
が
安
心
し
て
い
け

る
社
会
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」 

〇
「
こ
う
い
っ
た
企
画
を
府
内
各
地

で
行
っ
て
ほ
し
い
」 

 

こ
の
講
演
会
は
、
講
演
の
中
身
が
素

晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
上
に
、
三
重

県
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
府
職
労
の
委

員
長
な
ど
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
多
彩
だ

っ
た
の
も
特
徴
的
で
し
た
。 

            

    
憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、
青
年
学

生
部
が
大
阪
城
公
園
で
「
若
者
憲
法
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
１５
人
の
参
加
で
実
施
。 

今
回
で
４
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
。
２

時
間
か
け
て
１
１
０
人
か
ら
調
査
し
ま

し
た
。 

こ
の
調
査
で
「
平
和
の
た
め
に
何
か

し
た
い
」
と
答
え
た
の
が
９３
・
６
％
、

「
９
条
を
変
え
る
べ
き
で
な
い
」
と
答

え
た
の
は
６５
・
５
％
で
し
た
。 

こ
の
調
査
の
結
果
、
若
者
の
３
人
の 

う
ち
２
人
が
「
９
条
を
守
っ
て
平
和
の

た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

な
お
、
「
毎
日
新
聞
」
の
若
い
記
者

が
１
時
間
半
ほ
ど
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
行

動
を
取
材
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
若

者
に
「
毎
日
」
と
し
て
あ
ら
た
め
て
調

査
を
し
直
す
取
材
方
法
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
若
者
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
５
月
４
日
付
「
毎
日
新
聞
」
に

報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

          

 

４
月
２９
日
、
日
本
平
和
委
員
会
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
大
阪
で
開
か
れ

関
西
６
府
県
か
ら
３０
人
が
参
加
。
会

議
で
は
小
松
正
明
大
阪
原
水
協
事
務

局
長
と
福
山
功
勝
ヤ
ン
バ
ル
統
一
連

事
務
局
次
長
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

交
渉
問
題
と
辺
野
古
新
基
地
建
設
問

題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
そ

の
後
各
府
県
の
組
織
・
財
政
強
化
と

運
動
に
つ
い
全
員
発
言
で
交
流
を
し

ま
し
た
。 

大
阪
が
都
島
区
で
の
組
織
の
再
建

と
〝
街
お
こ
し
〟
の
一
環
と
し
て
京

橋
商
店
街
で
見
せ
て
人
垣
が
で
き
た

紙
芝
居
「
お
き
く
の
冒
険
」
（
写
真
）

を
披
露
し
ま
し
た
。 
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６月の行事案内 

９（金）日本平和委員会常任理事会 15:00 岡山

10（土）同全国大会全体会 13:30 岡山 

11（日）〃分科会 9:00 全体会 13:00 〃 

15（木）核兵器禁止条約交渉国連要請出発 

17（土）「たこピ―」被爆者の証言聞き取り 

15:00 大阪平和委員会事務所 

19（火）19 行動 12:00 大阪城公園  

24（土）大阪安保・沖縄支援連帯行動（～26 日） 

 

 

大
阪
平
和
委
か
ら
代
表
派
遣
す

る
山
本
樹
新
事
務
局
員
の
決
意

山本樹（たつき）事務局員 

 



 

       

 

 
 

 
 

 
 

 

４
月
８
日
、
大
阪
平
和
委
員
会
主

催
の
「
世
界
三
大
宗
教
め
ぐ
り
」
ツ

ア
ー
に
参
加
。
欧
米
各
国
で
イ
ス
ラ

ム
教
を
排
斥
す
る
動
き
が
加
速
す
る

な
ど
宗
教
的
差
別
と
不
寛
容
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
仏
教
・

イ
ス
ラ
ム
教
・
キ
リ
ス
ト
教
を
実
感

し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
大
阪
宗

教
者
平
和
協
議
会
事
務
局
長
が
ガ
イ

ド
役
。
ま
ず
訪
れ
た
の
は
有
名
な
般

若
寺
（
奈
良
市
）
。
現
れ
た
住
職
は

作
務
衣
に
長
靴
姿
。
原
爆
の
火
が
灯

る
平
和
の
塔
の
あ
る
寺
で
す
。
つ
ぎ

は
イ
ス
ラ
ム
教
の
大
阪
茨
木
モ
ス
ク

（
大
阪
茨
木
市
）
。
モ
ス
ク
を
訪
れ

る
の
は
は
じ
め
て
。
イ
マ
ム
（
指
導

者
）
は
戒
律
・
祭
儀
の
規
定
を
集
め

た
分
厚
い
コ
ー
ラ
ン
を
前
に
、
ゆ
っ

く
り
と
英
語
と
日
本
語
ま
じ
り
で
話

さ
れ
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
①

唯
一
神
ア
ラ
ー
を
信
じ
、
②
一
日
に

五
度
メ
ッ
カ
（
日
本
で
は
西
方
）
に

向
か
っ
て
礼
拝
し
、
③
ラ
マ
ダ
ン
の

月
（
イ
ス
ラ
ム
暦
の
９
月
）
に
断
食

す
る
、
④
喜
捨
（
貧
者
へ
の
施
し
）
、

⑤
メ
ッ
カ
巡
礼
、
と
い
う
５
カ
条
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
常
生

活
と
密
着
し
た
宗
教
だ
と
解
り
ま
し

た
。
最
後
は
キ
リ
ス
ト
教
の
千
里
山

教
会
（
吹
田
市
）
。
牧
師
を
は
じ
め
、

お
会
い
し
た
皆
さ
ん
が
熱
く
平
和
に

つ
い
て
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。 

《
理
事
長 

近
藤
正
》 

 

 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
５
月
１２
日
大

阪
市
中
央
区
で
「
軍
学
共
同
い
ら
な

い
！
市
民
と
科
学
者
の
つ
ど
い
」
（
大

阪
革
新
懇
と
日
本
科
学
者
会
議
大
阪
支

部
と
の
３
団
体
共
催
）
を
１
１
０
人
以

上
の
参
加
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
。 

 

最
初
に
、
「
軍
学
共
同
反
対
」
連
絡

会
共
同
代
表
の
池
内
了
名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
が
講
演
。
池
内
先
生
は
、
安
倍

政
権
の
も
と
で
の
「
軍
学
共
同
」
の
急

速
な
動
き
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
上
で
、

「
科
学
は
、
一
つ
の
国
家
や
、
時
の
政

府
や
、
軍
の
た
め
で
は
な
く
、
世
界
の

破
壊
の
た
め
で
は
な
く
、
世
界
の
建
設

の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
国
際
性
を
も

つ
。
こ
こ
に
憲
法
が
２３
条
で
学
問
の
自

由
を
保
障
し
て
い
る
意
図
を
読
み
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
大
阪
大
学
と
関
西
大
学
の
現

職
の
教
員
が
軍
学
共
同
を
め
ぐ
る
動
き

に
つ
い
て
報
告
。 

 

次
い
で
市
民
と
科
学
者
の
交
流
に
入

り
、
「
マ
マ
の
会
」
の
女
性
な
ど
１０
人

近
い
参
加
者
が
発
言
。
平
和
委
員
会
青

年
学
生
部
所
属
の
高
校
二
年
生
が
「
軍

事
研
究
を
す
る
よ
う
な
大
学
に
行
き
た

く
な
い
」
と
発
言
し
た
の
に
対
し
、
大

阪
で
初
め
て
軍
学
共
同
研
究
を
始
め
た

大
阪
市
大
の
教
員
が
「
学
内
は
賛
成
、

反
対
、
無
関
心
と
３
等
分
さ
れ
た
状
態
。

高
校
生
の
言
葉
を
重
く
受
け
と
め
、
遠

慮
せ
ず
批
判
の
声
を
あ
げ
続
け
た
い
」

と
発
言
す
る
と
大
き
な
拍
手
が
お
こ
り

ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
上
羽
事
務
局
長
が
「
つ
ど

い
」
の
ま
と
め
を
行
い
、
「
軍
学
共
同

い
ら
な
い
！
市
民
と
科
学
者
の
会
」
の

発
足
を
宣
言
し
、
軍
学
共
同
を
許
さ
な

い
た
め
今
後
学
習
、
抗
議
・
宣
伝
行
動

に
取
り
組
む
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。 

                         
な
お
、
「
つ
ど
い
」
で
は
山
本
事
務

局
員
が
５
月
２１
日
に
東
京
で
開
か
れ

る
「
若
者
憲
法
集
会
」
３
人
の
代
表
派

遣
へ
の
カ
ン
パ
を
訴
え
６
万
円
弱
の
カ

ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

      

    

                           

  

                        

�

今月の言葉 
「平和的生存権の理念のもとに全世界の

人々と手を携えていくことが本筋…」 
 
政府は、共謀罪を導入する口実として、

筋違いにも「テロ対策」をあげているが、
ほんとうの意味で「テロに屈しない」社会
を創るためには、この平和的生存権の理念
のもとに自由、民主主義、平和を求める市
民として、全世界の人々と手を携えていく
ことが本筋である。 
（『季論２１』№36 2017 春号 小沢隆一）
 

  

[福山功勝さんのヤンバル通信№１０]   

 

座り込みは続くよ どこまでも 

 

３週間ほど帰阪していたため、また「辺野古 K９護岸工事着工」の「踊る新聞

の見出し」の真偽のほどが知りたくて、５月８日から１３日までの６日間、キャ

ンプシュワブゲート前の座り込みに「出勤」。 

８日（月）晴れ、もう夏の天気。現地到着直前から赤色灯の煌めく警察車両が

見えてきた。すでに機動隊がゲート前に来ていてゴボウ抜きが始まっていた。参

加者４０名。機動隊が３人一組になって担いで排除。その間資材を積んだ工事用

車両が県道を占拠。渋滞が起こる。８時５０分から９時２０分まで工事用車両１

６台を止めるが、機動隊に守られてダンプなどがキャンプ内へ。 

９日（火）晴れ、座り込み参加者２０名。ダンプ８台来るとの情報で、機動隊

が我々の排除に動く。１１時から３０分止めたが、排気ガスを残してキャンプ内

に。出ていくダンプも８台。１３時３０分、車で対岸から大浦湾を見ると栗石運

搬用のクレーンが林立。本格工事始まると宣伝しているが、栗石を水際に置く程

度でパフォーマンスの域を出ていない。しかし環境団体などは自然を壊している

と強く批判。翁長知事の「撤回」への期待と不安が交錯する。 

１０日（水）晴れ、８：００から１１：００、一斉行動日のため参加者２００

名。米国ニューヨーク州からの妙法寺信徒などが挨拶。ダンプは現われず。 

１１日（木）晴れ、９：３０～１１：３０、平和行進参加者など挨拶。参加者

１８０名。午前中ダンプ現れず。 

１２日（金）晴れ、９：００～１１：３０、３０名参加。午前中ダンプ現れず。 

１３日（土）大雨、雷、議員出席の日でしたが天気最悪の日。急遽ゲート前を

やめ常設のテントでの集会。参加者３００名。大雨のおかげで工事用車両は午前

中現われず、テントはさながら「辺野古総合大学」に早変わり。全島から来てい

る島ぐるみ会議の様々な連帯の挨拶。コント、替え歌などもあり笑いの絶えない

連帯集会となった。誰も諦めていない。 
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